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	日　時
	2019年11月17日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター
第2研修室

	講　演　者

	大森一輝氏　(株)淡路の島菜園　代表取締役

	内容
	1． ミニセミナー　井上裕之氏　近畿エア・ウォーター(株)　大阪支店課長
1） 会社概要
親会社はエア・ウォーター(株)。資本金323億円、売上高8,015億円。　産業ガス業界では太陽日酸と並ぶ大手２社の１社。近畿エア・ウォーター（株）は資本金3.5億円、従業員28０人。
　親会社は農業関連で(株)エア・ウォーター農園を設立した。北海道・千歳農場（約7ha）、長野県・安曇野菜園（トマト中心約5ha）を生産拠点として、農業関連事業に力を入れている。
2） 資材の紹介
①農業用炭酸ガス施用システム（液化炭酸ガス）
ハウスを締め切る冬場はハウス内の炭酸ガス濃度が低下して、光合成が制限される。
　最適飽差（空気の中にどれだけ水蒸気を含むことができるか）を実現すると収穫量が増える。
②ミスト発生装置（CoolPesco：霧のいけうちとの提携商品）
微細な霧の気化熱を利用する冷房・加湿システム。霧が蒸発して作物・施設内を濡らさない。
薬液散布用にも利用でき、作業者の熱中症対策としても好適。
③土壌分析装置（エア・ウォーター・バイオデザイン(株)製品）：　約４０万円／台
④パワースーツ：　約３万円（ＵＰＲ(株)製品）

⑤フロアーマット：　リプラギ（川瀬産業(株)製品）。廃プラ樹脂を使用して、耐久性に優れる。
2． 大森一輝氏　(株)淡路の島菜園　代表取締役
1） 経歴
高知大学農学部卒業。インドネシアでヤシのプランテーション開発の調査に参加。
卒業後にワタミ（居酒屋）で３年間の店長、露地野菜（千葉３ｈａ・群馬７ｈａ）の農場長を経験。
会社が増収増益の時と減収減益の時で、職場の雰囲気が大きく変わることを経験された。
2008年（１２年前）に独立就農し、淡路の島菜園を立ち上げられた。
2014年に法人化して(株)淡路の島菜園に。　2015年にベトナム子会社を設立。
2018年に観光農園「グリナリウム」をオープンされる。
現在は社員１2人、パート３２人、売上予算約2.5億円。圃場はイチゴ約７０ａ、トマト約６０ａ。
2） 講演内容
１．生産
　「どこで、どんな品目を、いつ作るか。」が重要。YATTAFARM（ベトナム）では、センサー（みどりクラウドを活用）を使い、　温度（最低・最高気温）、湿度を測定し、作る品目を決定された。
　農家は特殊能力でありPDCAサイクルの中で、作物の生育状況を判断して肥料、水のコントロールを行うことが大事である。（タイでも適地適期適作を心がけておられる。）
　　但し「どこで」の地政学的影響は大きく、スペインのように太陽が照り付けて日照に恵まれた地域や、オランダのように生育について研究をし尽くした大規模施設栽培からの輸入品トマトと、日本産品が戦うトマト業界の今後に危機感を持っておられる。
２．グリナリウム事業

①「生産した物の価値を高めたい。」という思いが、観光農園事業を進められる原動力。
　産業別所得ランキングでは農業が低い状況だが、自社では何とか他産業以上にしたい。
②敷地面積は7ha（高低差40ｍ）。元は風通りが悪く、日当たりも悪い土地。
イチゴは傷み易く、輸送時に潰れ易いため、大規模栽培に向かない。　鮮度で味が違う（香りが飛んでしまう）ため、生産が都市近郊に限定される。等、同社が競争力を発揮できる産品。
事業を軌道に乗せるには、お客様を喜ばせる工夫の出来るスタッフが必要。
③グリナリウム内の施設
スペインから輸入されたハウスを含め総費用は１０億円規模であるが、業者に丸投げせずに極力自社・自分で先頭に立って調べ、動き、汗をかき、工夫をしてコストを削減された。
　Ａ．ミニトマト：５反
　Ｂ．空飛ぶイチゴハウス：３反　２万株を植えて通常は15百万円の売上に対して、30百万円を見込む。（入園料＠１千円（１パック付）＋摘み取り・ケーキセット＠２千円⇒＠３千円／人）
Ｃ．おしゃれレストラン：プロモーション手法はＳＮＳでの拡散。
Ｄ．トマトのショーハウス：19品種を生産。
トマト櫛＠500円（⇒５万円／ｋｇとなる見込み。）

３．これから

①農業経営には、技術と人間力が求められる。　
農業は生産した物を直接消費者に食べてもらえる分かり易さに価値がある。
②新たに倉庫を購入・改装し、直売所＋おしゃれカフェの併設を予定されている。
直売所ではパック詰めの実演を従業員が行う。（作業員ユニフォーム＠1万円／着以上）
従業員は20代女子が増えており、トマト収穫、食器の洗い物、パック詰めもやってもらう。
③自分は農業界の異端児。
さすが農家、あいつらしい、と言ってもらえれば良い。お客様、働く人をＦＵＮにしたい。
⇒「面白い人材が面白い仕事を作る。」と考えられている。
４．質疑応答
①新規就農で注意することは何でしょうか？
　→投資・費用は予算通り出ていくが、売上が計画通りに行くかは不確定であることに留意する。
②従業員の採用基準をどうされていますか？
→採用は難しい。但し採用した後、正しい思いを持った人が、止めずに上がってくる。
　　　良い厨房設備を用意しており、志を持ったパティシェと一緒に三ツ星レストランを作りたい。
③ブランディング、お金のかけ方の判断基準は何でしょうか？
→デサインに統一感、こだわり感を持って、飲食業界のプロの方々と同じ予算をかけている。
デザイナーとは事業への思いを共有している。但し、不要な出費には少額でも節約する。
以上
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